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約
一
万
四
千
人
の
支
援
へ

　

皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
に
対
し
、
私
た
ち
一

同
は
い
つ
も
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
は
、
バ
ラ
コ
ッ
ト
で
始
ま
っ
た
新
し
い
事
業
に

つ
い
て
少
し
具
体
的
に
ご
報
告
し
ま
す
。

　

バ
ラ
コ
ッ
ト
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
南
部
コ
ッ
ト

郡
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
約
十
六
万
三
千
人
で
、面
積
四
五
〇
㎢
の

う
ち
総
農
地
面
積
は
二
四
〇
〇
ha
（
二
四
㎢
）
で
す
。

　

コ
ッ
ト
郡
は
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
現
政
権
に
な

る
ま
で
の
間
、
治
安
が
悪
化
し
、
激
し
い
戦
闘
で

家
屋
や
農
地
の
大
半
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
住
民

は
安
全
な
場
所
を
求
め
て
、
大
半
が
パ
キ
ス
タ
ン

の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
八
月
の
政
変
後
は
平
和
に
な
っ
て

き
た
の
で
、
住
民
は
故
郷
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
が
、

あ
ら
ゆ
る
経
済
的
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
ほ
と
ん
ど
は
農

業
収
入
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
コ

ッ
ト
郡
の
農
地
は
荒
れ
果
て
、
農
業
が
で
き
る
状

態
で
は
な
い
の
で
す
。

　

我
々
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
取
水
施
設
を
建
設
し
て
欲
し
い

と
い
う
バ
ラ
コ
ッ
ト
住
民
の
願
い
を
、
地
元
の
シ

ュ
ー
ラ
（
評
議
会
）
が
灌か
ん

漑が
い

局
に
請
願
し
ま
し
た
。

灌
漑
局
か
ら
こ
の
件
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
伝
え
ら
れ
た
後
、

我
々
は
日
本
の
本
部
に
相
談
し
ま
し
た
。
日
本
の

技
術
支
援
チ
ー
ム
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
議
論
を
重
ね
に
重

ね
た
結
果
、
バ
ラ
コ
ッ
ト
灌
漑
事
業
は
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
灌
漑
局
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
事
業
契
約

が
結
ば
れ
、
昨
年
十
月
に
着
工
。
工
期
は
一
年
で

二
〇
二
三
年
九
月
三
〇
日
に
完
工
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
用
水
路
が
開
通
す
れ
ば
、
新
た
に
約

五
〇
〇
ha
の
農
地
が
灌
漑
さ
れ
一
一
四
〇
世
帯
が

直
接
に
、
二
八
五
世
帯
が
間
接
的
に
恩
恵
を
受
け
、

推
定
一
万
四
二
五
〇
人
の
住
民
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
切き
り
土ど

工
事
は
ほ
ぼ
完
了

　

現
在
、
現
場
に
地
元
の
作
業
員
を
三
二
名
、
資

機
材
置
き
場
に
昼
夜
駐
在
す
る
テ
ン
ト
ガ
ー
ド
十

二
名
を
配
置
し
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
所
有
の
掘
削
機
二
台
、

ロ
ー
ダ
ー
二
台
、
ダ
ン
プ
カ
ー
四
台
、
水
タ
ン
カ

ー
一
台
に
加
え
て
レ
ン
タ
ル
の
掘
削
機
六
台
を
稼

「人はその日の営みを続けなければなりません。生きるため、ひたすら
水を引き、木を植えて緑を増やし、営 と々田畑と林を作る。これが過た
ぬ人の営みであり、全ての人が協力すべきことであり、郷土の安全の
基礎だと思います。」

―中村 哲（ペシャワール会報109号、2011年）

過
あやま

たぬ人の営み

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
副
院
長
／
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
所
長
　
ジ
ア 

ウ
ル 

ラ
フ
マン

農
地
の
回
復
を
目
指
し
て
　

　
　
　
―
―
バ
ラ
コッ
ト
灌
漑
事
業
は
着
々
と
進
行
中
で
す




